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【平成２６年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
本研究は、省電力光 RAM の完成を目標として、高次機能半導体レーザの作成と双安定性の実現、円

偏光高速スイッチイングの実現を目指している。当初目標とした半導体マイクロレーザの作製に関して

は数値解析により指針を導出するにとどまっているが、研究展開の中で動波路結合型 HCG-VCSEL を

考案し、本研究の高次機能半導体レーザとして有望な素子を試作し、室温で光励起レーザ発振に成功し

ている。さらに、偏光スイッチ制御や２次元アレイの試作に成功するなど、本研究の目標に照らして順

調に研究は進展しており、期待どおりの成果が見込まれる。 


